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匝
瑳
Ｉ
Ｃ
周
辺
ま
ち
づ
く
り
協

検
討
パ
ー
ト
ナ
ー
公
募

産
業
用
地
15

ha
整
備
へ

都
新
宿
区
）
▽
フ
ジ
タ
道
路
首

都
圏
支
店
（
栃
木
県
下
野
市
）

▽
ム
サ
シ
興
発
（
埼
玉
県
八
潮

市
）
▽
ル
ー
ト
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン

（
東
京
都
品
川
区
）

感
謝
状
を
手
に
記
念
撮
影

阿
部
建
設
な　

　

ど

に
感
謝
状

道
路
陥
没
等
災
害
対
応
で

関東整備局
　
関
東
地
方
整
備
局
は
23
日
、

「
２
０
２
４
年
度
災
害
対
応
業

務
に
対
す
る
感
謝
状
贈
呈
式
」

を
開
催
し
た
。
１
月
の
埼
玉
県

八
潮
市
に
お
け
る
道
路
陥
没
を

含
め
、
台
風
７
号
、
10
号
な
ど

の
災
害
復
旧
活
動
に
協
力
し
た

阿
部
建
設
な
ど
企
業
・
団
体
23

者
に
、
岩
﨑
福
久
局
長
が
感
謝

状
を
手
渡
し
た
。

　
岩
﨑
局
長
は
「
皆
さ
ま
に

は
、
急
な
要
請
に
も
関
わ
ら

ず
、
迅
速
か
つ
的
確
な
対
応
を

し
て
い
た
だ
い
た
」
と
謝
意
を

表
し
た
。
「
な
く
て
は
な
ら
な

い
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
し
た
上

で
、
一
層
の
連
携
強
化
に
向
け

て
協
力
を
要
請
し
た
。

　
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
た
23
者

は
次
の
通
り
。

　
▽
阿
部
建
設
（
千
葉
県
旭

市
）
▽
日
本
建
設
業
連
合
会
関

東
支
部
（
東
京
都
中
央
区
）
▽

オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
（
東
京
都
渋
谷
区
）
▽
熊
谷

組
（
東
京
都
新
宿
区
）
▽
カ
ナ

モ
ト
（
東
京
都
港
区
）
▽
共
栄

機
械
工
事
（
神
奈
川
県
鎌
倉

市
）
▽
ケ
ー
ネ
ス
関
東
支
社

（
東
京
都
港
区
）
▽
Ｊ
Ｔ
Ｂ
埼

玉
支
店
（
埼
玉
県
さ
い
た
ま

市
）
▽
日
産
カ
ー
レ
ン
タ
ル
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
（
東
京
都
港

区
）
▽
Ｐ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
（
茨
城
県
つ

く
ば
市
）
▽
フ
ジ
タ
（
東
京
都

新
宿
区
）
▽
丸
磯
建
設
関
東
支

店
（
東
京
都
品
川
区
）
▽
川
上

建
設
（
栃
木
県
小
山
市
）
▽
川

村
建
設
（
埼
玉
県
幸
手
市
）
▽

ス
バ
ル
興
業
多
摩
営
業
所
（
東

京
都
府
中
市
）
▽
大
成
建
設

（
東
京
都
新
宿
区
）
▽
中
央
建

設
協
同
組
合
（
埼
玉
県
さ
い
た

ま
市
）
▽
ニ
ッ
ポ
ン
レ
ン
タ
カ

ー
東
北
（
宮
城
県
仙
台
市
）
▽

ニ
ッ
ポ
ン
レ
ン
タ
カ
ー
北
陸

（
福
井
県
福
井
市
）
▽
日
本
ハ

イ
ウ
エ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
（
東
京 産業用地の整備対象区域

　
匝
瑳
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周

辺
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
25

日
、
高
規
格
道
路
「
銚
子
連
絡

道
路
」
第
２
期
区
間
終
点
部
の

匝
瑳
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ

Ｃ
）
周
辺
15
・
２
ha
へ
の
産
業

用
地
の
整
備
に
向
け
た
「
事
業

化
検
討
パ
ー
ト
ナ
ー
」
の
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
公
告
し

た
。
業
務
内
容
は
、
事
業
手
法

の
検
討
、
造
成
後
の
土
地
活

用
、
地
権
者
の
合
意
形
成
、
企

業
誘
致
な
ど
に
対
す
る
支
援
。

　
７
月
９
日
に
質
問
を
締
め
切

り
、
16
日
頃
ま
で
に
回
答
。
24

日
ま
で
参
加
表
明
書
、
ま
た
30

日
〜
９
月
17
日
に
企
画
提
案
書

の
提
出
を
受
け
付
け
、
10
月
７

日
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審

査
を
経
て
、
同
月
中
旬
に
審
査

結
果
を
通
知
す
る
。

　
「
匝
瑳
Ｉ
．
Ｃ
．
周
辺
産
業

用
地
整
備
基
本
計
画
」
の
案
で

は
、
農
村
産
業
法
を
活
用
す
る

場
合
の
事
業
手
法
と
し
て
、
開

発
行
為
を
想
定
。
開
発
行
為
の

場
合
、
２
０
２
７
年
度
の
造
成

工
事
着
手
ま
で
に
、
開
発
事
業

予
定
者
を
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
で
選
定
す
る
見
込
み
。
事
業

主
体
は
、
市
、
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
、
民
間
開
発
事
業
者
。

　
土
地
利
用
計
画
は
、
企
業
用

地
Ａ
３
・
４
ha
、
企
業
用
地
Ｂ

２
・
６
ha
、
企
業
用
地
Ｃ
１

ha
、
企
業
用
地
Ｄ
２
・
６
ha
、

集
客
施
設
２
・
３
ha
、
区
画
道

路
用
地
、
地
区
外
道
路
用
地
、

通
路
用
地
、
公
園
用
地
、
調
整

池
、
法
面
用
地
、
水
路
敷
地
。

　
そ
の
ほ
か
、
主
要
地
方
道
八

日
市
場
野
栄
線
と
同
野
栄
バ
イ

パ
ス
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
道
路
を

整
備
す
る
。

　
立
地
が
期
待
さ
れ
る
業
種
・

業
態
は
、
食
料
品
製
造
業
、
完

全
人
工
光
型
植
物
工
場
、
直
売

所
、
飲
食
店
、
輸
出
拠
点
、
外

資
系
企
業
、
デ
ジ
タ
ル
関
連
産

業
、
健
康
・
医
療
関
連
産
業
、

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
産
業

な
ど
。

　
産
業
用
地
整
備
推
進
事
業

は
、
宮
内
康
幸
・
匝
瑳
市
長
が

掲
げ
る
「
７
つ
の
重
点
施
策
」

の
１
つ
で
、
Ｉ
Ｃ
周
辺
へ
の
産

業
用
地
の
整
備
に
よ
り
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
げ
る
。

　
期
待
す
る
効
果
は
、
企
業
誘

致
に
よ
る
雇
用
創
出
・
税
収
増

加
、
基
幹
産
業
の
農
林
水
産
業

の
振
興
、
新
た
な
に
ぎ
わ
い
創

出
に
よ
る
関
係
人
口
の
増
加
な

ど
。

　
６
日
に
開
催
し
た
第
１
回
役

員
会
で
は
、
事
業
化
検
討
パ
ー

ト
ナ
ー
の
公
募
を
議
題
と
し
、

業
務
内
容
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な

ど
を
確
認
し
た
。

　
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、
地

権
者
お
よ
び
借
地
権
者
で
構

成
。
１
月
31
日
に
設
立
し
た
。

格
納
庫
や
事
務
所
建
築

木
更
津
市

日
本
財
団

旧

笹
子
じ
ん
芥
焼
却
場

土地利用参考図

　
木
更
津
市
と
日
本
財
団
は
、

旧
笹
子
じ
ん
芥
焼
却
場
跡
地
を

活
用
し
た
災
害
対
策
拠
点
整
備

事
業
を
推
進
す
る
。
計
画
地

は
、
笹
子
５
８
９
―
３
に
あ
る

旧
笹
子
じ
ん
芥
焼
却
場
跡
地
の

う
ち
、
約
０
・
８
ha
。
日
本
財

団
が
重
機
格
納
庫
、
事
務
所
、

テ
ン
ト
を
建
築
す
る
。
市
は
24

日
、
（
仮
称
）
笹
子
防
災
拠
点

地
区
地
区
計
画
の
決
定
に
係
る

原
案
を
公
表
し
た
。
原
案
に
つ

い
て
は
、
７
月
７
日
ま
で
都
市

政
策
課
で
縦
覧
に
供
し
て
い
る

ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

　
そ
の
後
は
、
18
〜
31
日
の
案

の
縦
覧
手
続
き
を
経
て
、
８
月

中
旬
に
開
催
す
る
都
市
計
画
審

議
会
に
諮
り
、
９
月
上
旬
か
ら

県
法
定
協
議
を
進
め
、
10
月
に

都
市
計
画
決
定
を
告
示
す
る
予

定
。

　
日
本
財
団
は
、
同
月
下
旬
以

降
、
建
築
許
可
お
よ
び
建
築
確

認
の
手
続
き
を
行
い
、
設
計
を

完
了
次
第
、
建
築
工
事
に
着
手

す
る
運
び
。

　
同
地
区
に
お
い
て
は
、
１
９

８
８
年
ま
で
市
が
じ
ん
芥
処
理

場
を
運
営
し
た
後
、
地
元
の
災

害
用
備
蓄
倉
庫
が
建
築
さ
れ

た
。
公
共
施
設
再
配
置
計
画
第

２
期
実
行
プ
ラ
ン
で
は
「
じ
ん

芥
焼
却
場
の
倉
庫
に
つ
い
て
は

災
害
対
策
事
業
な
ど
へ
の
利
活

用
を
検
討
す
る
」
と
し
た
ほ

か
、
第
３
次
基
本
計
画
で
は

「
災
害
時
に
お
け
る
広
域
防
災

機
能
の
強
化
を
図
る
」
と
し
て

い
る
。

　
こ
れ
ら
上
位
計
画
に
即
し
、

地
域
防
災
力
・
災
害
対
応
能
力

の
強
化
に
加
え
、
市
を
中
心
と

し
た
広
域
防
災
機
能
の
強
化
に

寄
与
す
る
施
設
の
誘
導
を
図
る

た
め
、
地
区
計
画
を
決
定
す

る
。

　
地
区
施
設
と
し
て
、
緑
地
約

０
・
２
ha
を
設
け
る
。

　
建
築
物
な
ど
の
用
途
に
つ
い

て
は
、
災
害
拠
点
に
必
要
な
研

修
施
設
、
研
修
の
た
め
の
宿
泊

を
目
的
と
す
る
ホ
テ
ル
ま
た
は

旅
館
、
自
動
車
車
庫
、
災
害
拠

点
の
た
め
の
事
務
所
、
地
域
の

交
流
に
資
す
る
体
験
学
習
・
展

示
な
ど
の
た
め
の
施
設
、
地
域

の
交
流
に
資
す
る
販
売
施
設
ま

た
は
飲
食
店
（
床
面
積
３
０
０

㎡
以
内
）
な
ど
に
限
定
す
る
。

　
そ
の
ほ
か
の
制
限
は
▽
建
築

物
の
建
蔽
率
の
最
高
限
度
＝
50

％
▽
建
築
物
の
容
積
率
の
最
高

限
度
＝
１
０
０
％
▽
建
築
物
の

敷
地
面
積
の
最
低
限
度
＝
２
０

０
０
㎡
▽
建
築
物
な
ど
の
高
さ

の
最
高
限
度
＝
建
築
基
準
法
第

88
条
第
１
項
に
規
定
す
る
工
作

物
を
除
き
、
10
ｍ
以
下
か
つ
２

階
以
下

―
な
ど
。

　
市
と
日
本
財
団
は
、
２
０
２

３
年
３
月
27
日
に
「
災
害
対
策

拠
点
事
業
に
関
す
る
協
定
書
」

を
締
結
し
た
。
協
定
の
有
効
期

間
は
26
年
３
月
31
日
ま
で
で
、

更
新
の
手
続
き
を
実
施
し
た
場

合
は
29
年
３
月
31
日
ま
で
同
条

件
で
契
約
を
締
結
で
き
る
。
ま

た
、
有
効
期
間
内
に
事
業
の
存

続
、
継
承
に
向
け
た
協
議
を
行

う
。

　
協
定
に
基
づ
く
日
本
財
団
の

実
施
内
容
は
、
災
害
対
策
に
関

す
る
研
修
、
訓
練
、
資
機
材
・

物
資
の
備
蓄
・
管
理
、
発
災
時

に
支
援
を
行
う
団
体
な
ど
を
対

象
と
し
た
資
機
材
や
物
資
の
提

供
お
よ
び
拠
点
の
活
用
、
事
業

の
成
果
な
ど
の
情
報
発
信
、
こ

れ
ら
の
実
施
に
必
要
な
資
機
材

の
調
達
お
よ
び
工
事
な
ど
に
よ

る
環
境
整
備
。

　
市
は
、
事
業
に
関
す
る
行
政

財
産
の
使
用
な
ど
に
対
す
る
協

力
、
日
本
財
団
の
防
災
会
議
な

ど
で
の
事
業
報
告
、
事
業
の
成

果
な
ど
の
情
報
発
信
、
そ
の
他

災
害
対
策
事
業
に
関
す
る
拠
点

を
利
用
し
た
取
り
組
み
を
実
施

す
る
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
土
砂
か
ら
の

人
命
救
助
訓
練
、
重
機
訓
練
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
・
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
展
張
・
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
講
習

な
ど
を
行
っ
た
。

楽
し
く
送
水
学
ぶ

袖
ケ
浦
東
小
で
出
前
授
業

習志野市
インフラ協

児童たちは熱心に揚水実験に取り組んだ

活発にクイズへ参加する児童たち

あ
い
さ
つ
す
る
岩
井
会
長

視
察
に
訪
れ
た
宮
本
市
長

　
（
一
社
）
習
志
野
市
イ
ン
フ

ラ
協
議
会
は
24
日
、
習
志
野
市

立
袖
ケ
浦
東
小
学
校
４
年
生
を

対
象
と
し
、
「
水
を
届
け
る
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
出
前
授
業

を
、
同
校
１
階
理
科
室
で
開
催

し
た
。
４
時
限
目
に
合
わ
せ
て

実
施
し
、
児
童
32
人
が
出
席
。

岩
井
健
会
長
（
㈱
サ
ク
ラ
設

備
）
は
「
ク
イ
ズ
や
実
験
を
通

し
て
、
教
科
書
に
載
っ
て
い
な

い
こ
と
を
楽
し
み
な
が
ら
学
ん

で
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。
視
察

に
訪
れ
た
宮
本
泰
介
・
習
志
野

市
長
は
「
一
生
懸
命
勉
強
し
て

ほ
し
い
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。

　
講
師
は
、
テ
ラ
ル
㈱
の
村
山

な
ほ
氏
。
家
庭
に
水
道
水
が
届

く
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
な
ど
を
説

明
。
児
童
は
、
送
水
の
仕
組
み

を
ク
イ
ズ
形
式
で
学
ん
だ
。

　
送
水
実
験
で
は
、
自
然
流
下

に
よ
っ
て
低
所
か
ら
高
所
へ
水

が
届
け
ら
れ
な
い
こ
と
を
確
認

し
た
上
で
、
ポ
ン
プ
を
用
い
た

揚
水
実
験
を
実
施
。
児
童
は
、

高
所
へ
の
力
強
い
送
水
を
目
の

当
た
り
に
し
、
驚
き
の
声
を
上

げ
た
。
村
山
氏
は
「
ビ
ル
70
階

ま
で
送
水
可
能
」と
説
明
し
た
。

　
ま
た
、
児
童
か
ら
送
水
パ
イ

プ
に
つ
い
て
「
汚
く
な
っ
た
ら

ど
う
す
る
か
」
や
「
壊
れ
た
ら

ど
う
な
る
か
」
、
ポ
ン
プ
に
つ

い
て
は
「
最
大
の
大
き
さ
」

「
何
㎞
ま
で
送
水
可
能
か
」

「
停
電
発
生
時
は
ど
う
な
る

か
」
な
ど
、
活
発
に
質
問
が
寄

せ
ら
れ
た
。

　
次
回
の
出
前
授
業
は
７
月
２

日
、
香
澄
小
学
校
４
年
生
を
対

象
に
、
リ
ン
ナ
イ
㈱
が
「
お
湯

の
し
く
み
」
を
テ
ー
マ
と
し
て

開
催
す
る
予
定
。

　
な
お
、
テ
ラ
ル
㈱
に
よ
る
出

前
授
業
は
、
今
回
で
３
回
目
。

４
回
目
は
７
月
15
日
に
実
花
小

学
校
４
年
生
を
対
象
に
行
う
見

込
み
。

　
県
流
山
区
画
整
理
事
務
所

は
、
運
動
公
園
周
辺
地
区
一
体

型
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
の

保
留
地
５
物
件
、
合
計
２
９
８

６
・
93
㎡
を
売
却
す
る
一
般
競

争
入
札
を
23
日
に
開
札
し
た
。

㈱
新
昭
和
イ
ク
ス
（
市
川
市
市

川
１
―
26
―
１
）
が
、
56
街
区

３
画
地
を
４
億
５
０
０
万
円
、

97
街
区
７
―
２
画
地
を
５
０
５

５
万
円
で
落
札
。
ま
た
、
広
島

建
設
㈱
（
柏
市
豊
四
季
１
０
０

４
）
が
１
０
４
街
区
１
―
１
画

地
と
１
９
６
街
区
３
画
地
の
２

件
を
落
札
し
た
ほ
か
、
大
和
ハ

ウ
ス
工
業
㈱
柏
支
店
（
柏
市
柏

２
６
０
―
４
）
が
１
件
を
落
札

し
た
。

　
入
札
結
果
は
次
の
通
り
。

　
〔
▽
保
留
地
番
号
＝
①
面
積

②
落
札
者
③
落
札
金
額
④
最
低

売
却
価
格
⑤
参
加
者
数
〕

　
▽
39
街
区
７
―
１
画
地
お
よ

び
39
街
区
７
―
２
画
地
＝
①
７

７
２
・
57
㎡
（
６
８
９
・
18

㎡
、
83
・
39
㎡
）
②
大
和
ハ
ウ

ス
工
業
㈱
柏
支
店
③
２
億
７
７

８
７
万
２
０
０
０
円
④
１
億
５

６
０
５
万
９
０
０
０
円
⑤
５
者

　
▽
56
街
区
３
画
地
＝
①
１
１

１
４
・
71
㎡
②
㈱
新
昭
和
イ
ク

ス
③
４
億
５
０
０
万
円
④
２
億

５
４
１
５
万
３
０
０
０
円
⑤
９

者　
▽
97
街
区
７
―
２
画
地
＝
①

１
４
４
・
87
㎡
②
㈱
新
昭
和
イ

新
昭
和
と
広
島
が
２
件

県
流
山

区

整

運
動
公
園
地
区
の
保
留
地

物件位置図

ク
ス
③
５
０
５
５
万
円
④
３
６

９
４
万
１
０
０
０
円
⑤
６
者

　
▽
１
０
４
街
区
１
―
１
画
地

＝
①
１
２
６
・
94
㎡
②
広
島
建

設
㈱
③
４
１
５
９
万
円
④
３
３

７
６
万
６
０
０
０
円
⑤
５
者

　
▽
１
９
６
街
区
３
画
地
＝
①

８
２
７
・
84
㎡
②
広
島
建
設
㈱

③
２
億
３
５
１
８
万
円
④
１
億

６
７
２
２
万
３
０
０
０
円
）
⑤

７
者

優
良
建
設
業
者
等
表
彰
式

細
や
か
な
施
工
評
価
我孫子市

星
野
市
長
（
右
）
と
受
賞

者
に
よ
る
記
念
撮
影

　
我
孫
子
市
は
24
日
、
２
０
２

５
年
度
優
良
建
設
業
者
等
表
彰

式
を
市
役
所
本
庁
舎
２
階
市
長

応
接
室
で
執
り
行
い
、
「
湖
北

台
西
小
学
校
屋
上
防
水
、
外
壁

等
改
修
工
事
（
公
契
約
）
」
を

施
工
し
た
立
沢
建
設
を
た
た
え

た
。
星
野
順
一
郎
市
長
は
「
小

学
校
と
い
う
安
全
管
理
が
重
要

な
現
場
で
、
子
ど
も
た
ち
に
配

慮
し
た
細
や
か
な
施
工
を
し
て

い
た
だ
い
た
」
と
謝
意
を
表

し
、
「
市
内
に
優
良
建
設
業
者

が
い
る
こ
と
は
非
常
に
喜
ば
し

い
こ
と
。
来
年
度
も
受
賞
で
き

る
よ
う
尽
力
い
た
だ
き
た
い
」

と
期
待
を
寄
せ
た
。

　
表
彰
は
、
建
設
業
者
の
施
工

意
欲
の
高
揚
と
、
市
が
発
注
す

る
建
設
工
事
の
質
的
向
上
を
目

的
と
し
て
い
る
。
表
彰
の
前
年

度
に
、
請
負
金
額
５
０
０
万
円

以
上
の
建
設
工
事
を
工
事
成
績

評
定
点
80
点
以
上
で
完
成
さ
せ

た
市
内
お
よ
び
準
市
内
業
者
か

ら
対
象
を
選
定
す
る
も
の
。

脱
炭
素
支
援
の
紹
介
等

来
月
18
日
に
セ
ミ
ナ
ー

千
葉
市
産
業
振
興
財
団

　
（
公
財
）
千
葉
市
産
業
振
興

財
団
は
７
月
18
日
、
中
小
企
業

向
け
の
「
Ｇ
Ｘ
・
脱
炭
素
ア
ク

シ
ョ
ン
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
」
を
同
財
団
会
議
室
で
開

催
す
る
。
開
催
時
間
は
午
後
２

〜
４
時
。
定
員
は
先
着
10
人
。

参
加
希
望
者
は
、
財
団
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
る
応
募
フ
ォ
ー
ム

か
ら
申
し
込
む
。
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
県
や
千
葉
市
に
お
け
る
脱

炭
素
化
推
進
支
援
事
業
を
紹
介

す
る
と
と
も
に
、
各
種
補
助
金

な
ど
の
活
用
方
法
や
不
明
点
に

対
す
る
個
別
相
談
（
事
前
申
込

制
）
を
行
う
。

　
事
業
紹
介
で
は
、
㈱
ち
ば
ぎ

ん
総
合
研
究
所
主
任
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
吉
福
花
織
氏
と
藤
原

裕
介
氏
が
「
千
葉
県
の
脱
炭
素

化
推
進
支
援
事
業
」
、
千
葉
市

環
境
局
環
境
保
全
部
脱
炭
素
推

進
課
の
近
澤
隆
博
課
長
が
「
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
講
師
を
務
め

る
。

応募フォーム
のＱＲコード

県
県
土
整
備
部「
建
築
文
化
賞
」

９
月
末
ま
で
作
品
募
集

　
県
県
土
整
備
部
は
、
第
32
回

建
築
文
化
賞
の
作
品
を
７
月
１

日
〜
９
月
30
日
に
募
集
す
る
。

「
一
般
建
築
物
の
部
」
と
「
住

宅
の
部
」
の
募
集
部
門
が
あ

り
、
対
象
は
２
０
２
０
年
４
月

１
日
か
ら
25
年
３
月
31
日
ま
で

に
、
県
内
で
工
事
が
完
了
し
た

建
築
物
お
よ
び
、
３
年
以
上
に

募
集
ポ
ス
タ
ー

わ
た
っ
て
景
観
づ
く
り
活
動
を

行
っ
て
い
る
ま
ち
な
み
。
自

薦
、
他
薦
は
問
わ
な
い
。
表
彰

作
品
の
発
表
お
よ
び
表
彰
式
は

26
年
３
月
ご
ろ
を
予
定
し
て
い

る
。

　
選
考
基
準
は
▽
優
れ
た
デ
ザ

イ
ン
性
▽
ま
ち
な
み
や
周
辺
の

景
観
と
の
調
和
▽
安
全
で
快
適

な
建
築
空
間
の
創
出
▽
環
境
負

荷
の
低
減
へ
の
配
慮
▽
防
災
へ

の
配
慮
▽
優
れ
た
施
工
▽
そ
の

他
、
独
自
の
取
り
組
み
や
提

案
。

　
建
築
文
化
賞
は
、
建
築
文
化

や
居
住
環
境
に
対
す
る
県
民
の

意
識
の
高
揚
と
、
う
る
お
い
・

や
す
ら
ぎ
に
満
ち
た
快
適
な
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
１
９
９
４
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
に
累
計
で
２
３
８
１
点
の
応

募
が
あ
り
、
２
５
９
点
を
表
彰

（
第
20
回
ま
で
の
建
築
文
化
奨

励
賞
60
点
を
含
む
）
。
２
０
２

４
年
度
に
は
56
点
の
応
募
が
あ

り
、
９
点
を
表
彰
し
た
。

　
問
い
合
わ
せ
は
建
築
指
導
課

管
理
調
整
班
（
電
話
０
４
３
―

２
２
３
―
３
１
８
０
）ま
で
。

吉
岡
次
官
が
辞
職

後
任
は
水
嶋
審
議
官

国
交
省
人
事

水嶋智氏

　
国
土
交
通
省
は
、
７
月
１
日

付
の
人
事
（
幹
部
異
動
）
を
発

表
し
た
。
吉
岡
幹
夫
事
務
次
官

は
辞
職
し
、
後
任
に
は
水
嶋
智

国
土
交
通
審
議
官
が
就
任
。
水

嶋
氏
の
後
任
に
は
塩
見
英
之
総

合
政
策
局
長
が
就
く
。

　
平
田
研
不
動
産
・
建
設
経
済

局
長
は
復
興
庁
へ
出
向
し
、
後

任
は
楠
田
幹
人
住
宅
局
長
。
山

本
巧
道
路
局
長
は
内
閣
官
房
へ

出
向
し
、
後
任
は
沓
掛
敏
夫
大

臣
官
房
技
術
審
議
官
と
な
っ
て

い
る
。

　
７
月
１
日
付
人
事
の
主
な
幹

部
異
動
は
次
の
通
り
。
（
抜

粋
、
敬
称
略
）
。

　
▽
辞
職
（
国
土
交
通
事
務
次

官
）
吉
岡
幹
夫
▽
国
土
交
通
事

務
次
官
（
国
土
交
通
審
議
官
）

水
嶋
智
▽
国
土
交
通
審
議
官

（
総
合
政
策
局
長
）
塩
見
英
之

▽
大
臣
官
房
長
（
国
土
政
策
局

長
）
黒
田
昌
義
▽
総
合
政
策
局

長
（
物
流
・
自
動
車
局
長
）
鶴

田
浩
久
▽
国
土
政
策
局
長
（
大

臣
官
房
総
括
審
議
官
）
佐
々
木

正
士
郎
▽
不
動
産
・
建
設
経
済

局
長
（
住
宅
局
長
）
楠
田
幹
人

▽
都
市
局
長
（
大
臣
官
房
土
地

政
策
審
議
官
）
中
田
裕
人
▽
水

管
理
・
国
土
保
全
局
長
（
中
国

地
方
整
備
局
長
）
林
正
道
▽
道

路
局
長
（
大
臣
官
房
技
術
審
議

官
）
沓
掛
敏
夫
▽
住
宅
局
長

（
大
臣
官
房
審
議
官
（
住

宅
）
）
宿
本
尚
吾

新
人
４
人
を
破
り

松
戸
徹
氏
が
再
選

船
橋
市
長
選

　
22
日
投
開
票
の
船
橋
市
長
選

挙
に
お
い
て
、
現
職
の
松
戸
徹

氏
が
８
万
８
８
０
３
票
を
獲

得
。
次
点
の
津
曲
俊
明
氏
に
４

万
７
３
６
５
票
の
差
を
付
け
、

新
人
４
人
を
破
り
４
選
を
果
た

し
た
。
投
票
率
は
34
・
27
％
だ

っ
た
。

　
松
戸
氏
は
、
公
約
と
し
て
▽

市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替

え
お
よ
び
海
老
川
上
流
地
区
の

メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
構
想
の
実

現
▽
海
岸
保
全
施
設
の
耐
震
化

推
進
▽
清
掃
工
場
と
下
水
処
理

場
の
発
電
活
用
に
よ
る
脱
炭
素

化
▽
二
和
東
５
丁
目
の
市
有
地

再
整
備
に
よ
る
大
規
模
公
園
の

整
備
▽
渋
滞
の
緩
和
や
道
路
環

境
の
整
備
▽
ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス

の
整
備
▽
馬
込
霊
園
の
合
葬
墓

整
備

―
な
ど
を
掲
げ
た
。
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折れ線


